
第44回 龍頭が滝案内 

龍頭が滝ゆかりの２頭の名馬（その１ 不昧公の愛馬「雲井」） 

 龍頭が滝といえば、名馬「池月」ですが、もう1頭、龍頭が滝には、名馬がいたようで

す。今回は、この名馬を紹介し、その後、「池月」についても触れてみたいと思います。 

【松平治郷秘蔵の、松笠村産の名馬「雲井」】 

第７代松江藩主、松平治郷（はるさと。号は不昧。1751～1818）は、茶人として有名です

が、馬術も好んでいて、良馬も求めたようです。 

明治33年、島根県内務部が発行した『島根県産牛馬沿革志』という資料には、次のよう

に書かれています。 

「松江藩士小泉眞種（文政末ヨリ天保間ノ人）ノ著ハセル畜類考ノ記ス所ハ左ノ如シ 

干時松平不昧、矢島半兵衛をして良馬を求めしむ。 

飯石郡松笠村瀧上より一頭を出せり。是を、雲井と名附く。 

又、遠州浜松駅にて、荷馬一頭を求め乗りしめて、有明という。 

二頭共、名馬の名、天下に鳴る。治郷、大に喜び、半兵衛に金鱗の号を賜う。 

又、仁多郡八川村字春瀧という所より、名馬を出し、之を八雲と名附くと、古老の口碑

に存す。」（句読点は、筆者が入れています。） 

こうして治郷は、「雲井」「有明」「八雲」という、３頭の名馬を持つことになりました。 

その中の一頭である、「雲井」が、飯石郡松笠村瀧上から、見つけ出されたということで

す。 

【「雲井」か「八雲」か？「雲井」がいい！】 

 この話については、資料によっては、松笠村産の名馬の名前を、「雲井」ではなく、「八

雲」とするものもあります。 

明治45年、同じ島根県内務部が発行した、『島根県旧藩美蹟』という資料には、松笠村瀧

上からは「八雲」が、浜松からは「雲井」が、八川村春瀧からは、「有明」が見つけ出され

たと書かれています。 

松笠村瀧上から見つけ出された馬の名前が、「雲井」なのか、「八雲」なのかについては、

決定づけるそのほかの資料は見つかりませんでした。 

ただ、『島根県産牛馬沿革志』には、「松江藩士小泉眞種（文政末ヨリ天保間ノ人）ノ著ハ

セル畜類考ノ記ス所ハ」と、根拠とした文献が記載されているので、そのことが書かれてい

ない、他の資料に比べると、より信憑性があるように思われます（なお、『畜類考』という

文献は見つかりませんでした）。 

それに、「雲井」というのは、雲の間という意味でしょうが、龍頭が滝の高みから降りて

きた馬には、この「雲井」の名前が、とてもふさわしいように思われます。 

そいうことから、飯石郡松笠村瀧上から見つけ出された、この馬の名前は、「雲井」であ

る、という説を取りたいと思います。 

【この話は、伝説なのかもしれないが・・・・】 

ただ、名前が、資料によって違うということは、そもそもこの話は、史実ではなく、伝説

だったのかもしれません。上で紹介した『島根県産牛馬沿革志』にも、「古老の口碑に存

す」、と書かれているのですから、よけいにそのような疑念が浮かび上がります。 

ただ、仮に、このようなお話が伝説であったとしても、松笠村や八川村といった、松江藩

内の村から、優れた馬が見つけ出されたという逸話が成立したのには、それなりの背景があ

ったからだとも考えられます。 

そこで、次回は、松江藩の馬に関する政策について、触れてみたいと思います。 


